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平成 24 年度事業計画 
 
１．基本姿勢 
 航空機部品の素材、キッドから完成組立部品までを一貫生産するシステマティックな方

式の導入が求められており、MRJ の試験飛行を直前に本格化する試作組立、B787 の月産

10 機を目指した量産化など部品供給のあり方が議論されている。また次世代航空機に求め

られるモア・エレクトロニクス化技術の実現、装備品の高度化など、これらに対応した取

り組を行うと共に先進機能研究開発についても検討し、研究開発から飛行試験、事業化ま

で一貫したサポート体制の構築に努め、我が国の航空機イノベーション拠点の確立を目指

す。 
  新事業創出に関して産学官連携の下に、装備品の国産化推進、JA2012 の利用などによる

新たな販路の開拓、新需要・新サービスの創出、小型衛星利用技術等についても取り組む。 
 人材育成に関して、名古屋大学における高度設計技術者養成を引き続き実施すると共に、

自立化の方策を検討する。 
 国際戦略総合特区「アジア NO.1 航空宇宙産業クラスター形成特区」事業について、中部

の航空宇宙産業の集積度を一層高め、グローバル・レベルでのクラスターの構築を目指し

た取り組みを進める。 
 これらの事業推進に当たっては、これまでに構築した専門家派遣制度を継続する方策を

検討しつつ、高度なアドバイスを可能にしたい。 
 公益法人制度改革については、平成 25 年 4 月 1 日、一般社団法人化を目標として作業を

進める。 
 
２．重点活動項目 
 先端研究開発機能；学産との連携強化・施設誘致（定款第 4 条（1）項関連） 
 JAXA の JETFTB 機・飛行研究施設の活用と装備品国産化の検討 

（定款第 4 条（1）（2）（3）（5）項関連） 
CATIA 人材育成事業最終年度、自立化方策の検討（定款第 4 条（6）項関連） 
専門家派遣制度（定款第 4 条（3）項関連） 
JA2012 及び航空宇宙シンポの円滑な遂行と販路拡大支援、（定款第 4 条（5）項関連） 

 研究会活動、セミナー、シンポジウム等の開催（定款第 4 条（2）（4）項関連） 
 国際戦略総合特区「アジア NO.1 航空宇宙産業クラスター形成特区」支援 

（定款第 4 条全項） 
一般社団法人を目指した法人制度改革推進 

 
３．具体的活動 
1）．航空宇宙産業フォーラム活動 
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 ○ 連携マネジャー、専門家の設置 
○ 航空宇宙産業フォーラムパートナーズ拡大 

 ①．先端研究機能整備事業 
  ・地域の開発拠点としての機能拡充に資する活動 

例えば；JAXA が保有する研究機能の誘致に向けた課題の整理等を行い、実現に向 
けた条件の整理 

  ・名大 NCC の航空宇宙産業の立場からの支援、他産業との融合 
  ・学会との連携事業（軽金属学会東海支部航空機材料部会との連携） 
 
 ②．装備品国産化推進事業 

    次期国産旅客機を想定し、国産化することが望まれる装備品を選定、JAXA と調整を 
行い実証データーを取るために必要な条件を整理、JAXA の JETFTB 機を活用した 
実証試験等を踏まえた事業化までのロードマップの作成及び国等の施策活用の支 
援を実施 

 
 ③．新需要・新サービス創出促進事業 
  ・ヘリコプター活用研究会（継続） 
  ・超小型衛星利用拡大のための活動（仮称、新規） 
  ・JAXA 保有技術シーズ利用による産業化支援 

・東大等との連携セミナー（例えば、エグゼクティブセミナー開催） 
 
④．先進複合材拠点活用促進事業 
・ NCC の利活用促進に向けて、取組むテーマとプロジェクト化 
・ 国内外関係機関との連携深化 
・ セミナー、シンポジウムの開催 

 
⑤．新市場開拓促進事業 

  ・JA2012 の積極的利用による販路開拓 
  ・マッチング支援事業 
  ・技術融合・異分野参入促進事業 
 
2）．人材育成支援事業（名大 CATIA 講座） 
  高度創造型航空機設計技術者養成講座の実施 

最終事業年度となり自立化の準備（特区支援要請） 
DBT 支援 

  地域人材育成事業との連携 
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3）．他団体との連携事業 
 ① 第 13 回国際航空宇宙展 2012 (JA2012)支援事業 

2012 年 10 月 9 日～14 日、ポートメッセナゴヤ、セントレア空港 
事前 PR 事業推進 

   SJAC との連携強化及び支援委員会運営 
ブース展示とビジネスマッチングに係る販路拡大支援事業 

航空宇宙シンポジウム 2012 同時開催 
 ② ACCJ（在日米商工会議所 中部）等との連携強化と海外大手航空機関連メーカーの 

誘致ニーズの調査（GNI との連携） 
 ③ 海外エアショー（ファンボロー）ミッション派遣事業（7 月、GNI との連携） 
 ④ フランス経済投資ミッション（フランス航空宇宙工業会参加）とのセミナー開催 

（5 月 30 日、名商ホール、GNI との連携） 
 ⑤ 第 29 回宇宙技術および科学の国際シンポジウム名古屋開催支援 

   (29th ISTS-Nagoya-Aichi,2013、略称 ：ISTS2013) 
2013 年 6 月 2 日～9 日、名古屋国際会議場 

     開催支援; 愛知・名古屋実行委員会構築と支援事業の推進 
  
4）．専門家派遣制度 

（中小企業支援 NW 強化事業の活用－新規事業∸） 
  現行派遣制度の維持、巡回対応相談員（NW アドバイザー２名）の設置 
 
5）．国際戦略総合特区形成事業支援 
  何が起こるか注視すると共に事務局支援 

（例えば；工場アパート、一貫生産システム、人材育成等） 
    
6）．会員要望事項の対応 
 
7）．その他 

一般社団法人の認可申請作業 
  新体制と事務所適正スペース化 
  会員拡大 


